
■ 点 鐘

■ ロータリーソング：「君が代」「奉仕の理想」

■ ゲスト：ガバナー補佐エレクト 竹川 勝治様

 グループ幹事エレクト 佐久間 賢治様

■ ビジター：市川 誠君(京都RC)

■ 乾杯：元会長 石渡秀雄会員

『共に創ろうクラブの魅力』 クラブ会長 原田俊彦

次回以降のプログラム

2月5日 5クラブ合同例会
(東武ホテルレバント東京)

12日 休会

2026年1月8日

第1510回 例会報告
会員数 出 席   出席率   前々回訂正出席率
16人  12名 75.00％ 12月18日 100％

ガバナー
中川雅雄(東京浅草RC)

本日のプログラム

創立35周年記念例会

RI会長
フランチェスコ・アレッツォ

（イタリア、ラグーザRC）

国際ロータリー 第２５８０地区 墨田江東グループ 
VOL.3５ NO.18  第1511回  2026年1月29日

1.クラブをもっと元気にしよう
例会を楽しくしよう

2.地域社会に役立つ活動を
しよう

3.デジタルをうまく役立てよう
＋ONE よい事はマネしよう

W E E K L Y  R E P O R T

東京ベイロータリークラブ
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＜会長・幹事報告＞

・1月15日・22日は休会です。次回の例会は、

35周年記念例会です。会員集合は10時です。

よろしくお願いいたします。

・本日、皆様のメールボックスに下期会費納入のお願いをお入れしました。

＜伝達・贈呈＞

・1月度の記念日：配偶者お誕生日：30日 金子チセ様

・100％出席表彰：木村会員(通算2回目)

■ 例会日 毎週木曜日  １２：３０～１３：３０           ■  役  員／ 会長 原田 俊彦
■ 例会場 〒103-8520  東京都中央区日本橋蠣殻町2-1-1  会長エレクト  土屋 東明
        ロイヤルパークホテル TEL 03-3667-1111・FAX03-3667-1615  幹事    井上 慶亮
■ 事務局  〒130-0013  東京都墨田区錦糸1-1-5 Ａビル６Ｆ    副幹事  木村 美鈴

TEL 03-5637-4608 ・ FAX 03-5637-4611      
E-mail  tokyobay@club.email.ne.jp 会報委員長   野木 芳宏



ニコニコボックス

1月8日のプログラムは、「職業奉仕フォーラムでした。

竹川勝治君・佐久間賢治君(東京東RC) 2026-27年度ガバナー補佐、グループ幹事として
お世話になります。よろしくお願い致します。

市川 誠 君(京都RC) 京都RCから参りました。お世話になります。
原田 俊彦君 明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします。
井上 慶亮君 本年も何卒、よろしくお願い致します。
林 茂男 君 今日は、職業奉仕フォーラム。よろしく。
石渡 秀雄様 あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願い致します。休会が続き

ますが、次回は35周年記念例会です。よろしくお願い致します。
武内 次男君 今年もよろしくお願いいたします。
土屋 東明君 本年も宜しくお願い致します。
木村 美鈴君 林さん、よろしくお願いいたします。
水谷 文彦君 林さん、フォーラムよろしくお願いします。
波多野幸雄君 新年、明けましてお目出とうございます。今年もよろしくお願いします。
工藤 久志君 皆様、明けましておめでとうございます。本年もどうぞ宜しくお願いします。

職業奉仕フォーラム、宜しくお願いします。
田中 保 君 今年もよろしくお願いします。

合計 ２9，０００円

2026年1月RI会長のメッセージ
2025-26年度RI会長 フランチェスコ・アレッツォ

カリフォルニア州サリーナス郊外の自動車修理工場では、若者たちがクラシックカーの修理を学んでいます。この研修プ
ログラムは、スキルの養成だけでなく、メンタリングを通じて若者たちをサポートし、時にギャングへの関与から抜け出して
有意義な雇用への道を開いています。研修生たちは、資格と実務経験、そして希望を手にして卒業します。
ロータリーの職業奉仕月間である1月、私たちは、専門的スキルをもつ人びとが集まって「世界でよいこと」をする力を祝
います。また、「高潔性」とは言動の一致だけを意味するのではなく、私たちの行動そのものであることを再確認します。
カリフォルニア州の自動車修理プログラムがこれほどの成功を収めたのは、それが高潔性の上に成り立っているからで
す。カーメル・バイ・ザ・シー・ロータリークラブの会員たちは、自分たちが地域社会のニーズを知っていると思い込むことな
く、耳を傾けました。その結果、熟練した自動車整備士が不足していること、また、職業訓練を受けていない若者が大勢い
ることを知りました。さらに、技術的スキルの養成だけでは不十分であることを認識した彼らは、職業訓練と並行してカウン
セリングや支援サービスを提供する非営利団体と提携しました。これこそ、「四つのテスト」の実践です。この四つのシンプ
ルな問いは、他人を裁くのではなく、効果的で本物の奉仕へと私たちを導いてくれます。 
ポリオ根絶への取り組みを考えてみましょう。40年近くにわたり、私たちはこの病気の根絶を世界の子どもに約束してき
ました。数々の困難にもかかわらず、私たちは粘り強く取り組み、今日、ウイルスに打ち克とうとしています。この約束を守る
ことは、まさに高潔性の具現です。
これと同じ高潔性が、職業奉仕の原動力とならなければいけません。新興国では今後10年間で12億人の若者が就労
年齢に達する一方で、見込まれる雇用の数はわずか4億2,000万人であり、深刻なギャップに直面しています。経済的な
機会から長年排除されてきたコミュニティは、私たちの支援を必要としているのです。ただし、支援とは私たちの意志を押し
付けることではありません。それは、地元のニーズに耳を傾け、パートナーシップを築き、コミュニティが自立できるようなプ
ロジェクトを立案することです。皆さんは、人びとの人生を変えられる知識を持っています。どのような職業であれ、皆さん
の専門知識とロータリーの価値観が組み合わさることで、持続可能な変化が生まれます。問題は、皆さんが何かを与えら
れるかどうかではなく、自身のスキルをどのように使って奉仕するかということです。
この1月、クラブが地域社会の職業的ニーズにどのように取り組めるかを問いかけてみましょう。誰かの人生を変える可
能性のあるスキルとは？会員のネットワークを通じて若者のためにどのように扉を開けるか？持続可能な雇用を生み出す
ことのできるパートナーシップとは？
高潔性を指針とし、「四つのテスト」に照らして行動しましょう。そして、カリフォルニアの若者たちや職能を必要とする世界
の多くの人びとのことを思い、職業奉仕がなぜ重要なのかを思い起こしましょう。
あらゆる行動の中心に高潔性を据え、自身の職業スキルを人類のために活かすことで、この月間を祝いましょう。
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